
平成 22 年（2010 年）２月那覇市議会定例会

個人質問発言通告書（４日目）

平成 22 年３月１日（月）

※１人当たり 15 分間（答弁を除く）

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

地方交付税として、予算化される図書購入につ

いて伺う

(１) 学校図書の保有すべき本の冊数の基準が

あるか（予算）

(２) 基準を達成出来た学校は何校あるか

(３) 保護者から購入費の協力を得ている学校

は何校あるか

(４) 定期的に寄贈を頂いている学校はあるか

(５) 古くなった図書の処分はどのように行っ

ているか

(６) 読書ノートの活用はどのようになされて

いるか

(７) 読み聞かせボランティアの目的とその効

果を伺う

近年、高血圧や糖尿、腎臓病といった生活習慣

病が増加している。市民の健康を守るのも私達の

重要な使命だと考えている

(１) 特定健診の制度と意義について

(２) 市では健診受診率の向上に向け、どのよう

な工夫をしているのか

(３) 特定健診の現状と課題について

１ 與 儀 實 司

(自民・無所属

連合)

１ 教育行政に

ついて

２ 特定健診事

業について

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



個人質問（４日目） 平成 22 年３月１日(月)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(１) 教員の給与はどのように措置されている

のか。当局の見解を問う

(２) 小学校と中学校の「公立義務教育諸学校の

学級編制及び教職員定数の標準に関する法

律」に基づいて算定される法定配置教員数

と、実際に教育現場に配置されている正式任

用教員と臨時任用教員の総数と比率につい

て

法定配置教員数は、全て正式任用教員で採

用すべきである。当局の見解と対応を問う

(３) 教員定数改善計画を早急に策定するよう

に県に求めるべきである。当局の見解と対応

を問う

(４) 幼稚園教諭の正職員と非正規職員の比率

について。全員を正職員にするためにも、正

職員計画を策定すべきである。見解を問う

(１) 那覇市の条例とその効果について、当局の

見解を問う

(２) 対象者を住民税非課税の高齢者にも拡大

し、また、賃与を２基にすべきである。当局

の見解を問う

副道（側道）を設置し、橋桁は橋梁タイプに変

更すべきである。当局の見解を問う

(１) 字宇栄原811番地５ライオンズマンション

宇栄原第２前の十字路への横断歩道と信号

機を設置すべきである

(２) 具志３丁目26番１号や字小禄42番地など

市内の道路の白線や横断歩道等の白線が劣

化しているので整備すべきである

２ 湧 川 朝 渉

(日本共産党)

１ 教育行政に

ついて

２ 住宅用火災

警報器の設置

について

３ 小禄バイパ

スに建設され

る「小禄道路」

について

４ 道路行政に

ついて

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



個人質問（４日目） 平成 22 年３月１日(月)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 我如古 一 郎

(日本共産党)

１ 市役所の臨

時・非常勤職

員の待遇改善

について

２ 不要入れ歯

リサイクルに

ついて

３ フードバン

クについて

(１) 臨時・非常勤職員の公務労働における位置

づけは何か 

(２) 専門的職種である、図書司書・幼稚園・保

育所及びその他の学校給食・徴税部署の臨

時・非常勤の人数と比率、月額賃金・年収は

それぞれいくらか。正規職員と比較して、そ

の差はいくらか

(３) 労働基準法・改正パート労働法でうたわれ

ている、同一労働・同一賃金の原則に照らし

ても、本市の非正規職員の低賃金を異常と思

わないか

(４) 本市の「臨時職員の身分取り扱いに関する

規則」の第６条を削除すること、「那覇市非常

勤職員要綱」における３年任期やボーナスの

支給、時給を 1,000 円以上にすること、交通

費の支給は実費を保障するなど待遇改善を図

るべきである

2008 年 12 月１日から設置された、「不要入れ

歯のリサイクルボックス」への市民の協力はいた

だけているのか。以下質問する

(１) 不要入れ歯の回収個数とリサイクルの金

額はどうなっているか。社会福祉協議会への

還元金はいくらか

(２) 南部地区歯科医師会にも協力を要請し、患

者さんへの呼びかけ、歯科医院の中に回収ボ

ックスの設置などを依頼してはどうか

(１) フードバンクの活動内容とこれまでの実

績について問う。本市の生活困窮者がどのく

らい、このフードバンクの支援を受けている

か



順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(２) 「食品循環資源の再生利用等の促進に関す

る法律」との関連や、本市の資源循環型社会

の構築を目指す方針との関係で、このＮＰＯ

団体の活動はどのように評価できるか

(３) この団体の活動は、福祉の向上につながる

と思うが、行政としてどのような支援が可能

か

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



個人質問（４日目） 平成 22 年３月１日(月)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

那覇市ふるさとづくり寄附金事業について以

下伺う

(１) 事業の概要

(２) 平成 20 年度、21 年度の実績（件数・金額）

(３) 今後の取り組みと課題

住宅用火災警報器設置促進事業について以下

伺う 

(１) 本市における現時点での普及率

(２) 事業の概要

教育委員会事務局庁舎移転に伴う清掃委託業

者への賠償金支払いについて以下伺う

(１) 委託契約を解除した理由

(２) 那覇市教育委員会庁舎清掃業務委託契約

書第 10 条の条文との関係

(３) 賠償金 279,435 円算定の根拠

４ 桑 江 豊

(公 明 党)

１ 総務行政に

ついて

２ 消防行政に

ついて

３ 専決処分に

ついて

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



個人質問（４日目） 平成 22 年３月１日(月)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(１) 道路拡張及び歩道拡張の計画はないのかど

うか

(２) 今から53年前（昭和31年）の計画では、道

路幅拡張と位置変更があったそうだが、その

後どうなっているのか

(１) 現在、那覇市における保育園への待機児童

数及び要保育児童数の現況について伺う

(２) その対策への今後の計画を伺う

(３) 待機児童解消に向けた対策についての提

案「認定こども園」について伺う

(４) 認可外保育園に対する助成金交付状況、今

後の新たなる支援策の計画を伺う

(５) 子どもの救急について、厚生労働省研究班

が作成した「こどもの救急」ホームページが

あるが、本市にも同様の取り組みがあるか伺

う

歩道のタイルのめくれ、土地のくぼみなどで、

高齢者や弱者への配慮はどうなっているのか、

近々完成する赤十字病院や、近隣の整肢療護園を

ふまえた時、また、早朝のラジオ体操でお年寄り

の方達のいこいの場となっていることを考える

と、早急に整備してもらいたいが、計画があるか

どうか伺う

５ 新 屋 清 喜

(そうぞう)

１ 城岳小学校

西側通学路に

ついて

２ 子ども行政

について

３ 与儀公園の

歩道整備計画

について

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



個人質問（４日目） 平成 22 年３月１日(月)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(１) 安謝火葬場の設立されたいきさつについ

て伺う

(２) 一代免許は、いつ、誰が、どういう理由で

決定したのか伺う

(３) 平成６年、具志川火葬場が経営者の死去に

より閉鎖された。安謝火葬場が閉鎖されなか

った理由と閉鎖された具志川火葬場との整

合性ある法的根拠を伺う

(４) 公共事業によって閉鎖を余儀なくされた

企業が補償されなかった事例があるか伺う

６ 久 高 友 弘

(改革クラブ)

安謝火葬場の

後始末について

【答弁を求める者】

市長、副市長、関係部長



個人質問（４日目） 平成 22 年３月１日(月)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(１) 沖縄県への観光入域数（2009 年）、過去最

高数、減少数、減少の要因について

(２) 観光産業の沖縄経済への波及効果につい

て

(１) 特別支援学級の設置学校数及び在籍児童

生徒数、通級指導教室の数及び在籍児童生徒

数、発達障がい児数、本市民の特別支援学校

在籍者数について

(２) 特別支援教育ヘルパーの配置状況につい

て

今年度から開始している基本設計に向けての

事業化計画調査の進捗状況と来年度の取り組み

について

市役所仮庁舎近く（Ｃ棟議会側階段出口から総

合事務局向けの角）の歩道の一部が、隣接地から

の湧き水でいつも水が溜まり藻もあり滑りやす

く、歩行者は車道を歩かざるを得ない。この危険

な状況を早急に改善すべきではないか

焼却炉建設が行き詰っている南部広域・他自治

体からの那覇・南風原クリーンセンターへのごみ

搬入の可能性などについて

７ 古 堅 茂 治

(日本共産党)

１ 観光行政に

ついて

２ 特別支援教

育について

３ モノレール

延長について

４ 歩行者の安

全確保につい

て

５ 環境行政に

ついて

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長


